
平成 21年度年次報告

課題番号：7004

（１）実施機関名：
気象庁

（２）研究課題（または観測項目）名：
発震機構解析の高度化

（３）最も関連の深い建議の項目：

1.地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

ア．日本列島域

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：
発震機構解析技術を高度化することにより、メカニズム解、モーメントマグニチュード等解析の高
精度化・高速化を目指す。

（６）本課題の５か年計画の概要：
　現行の 45～100秒のデータを使用する CMT解析では、計算条件を固定にすることにより解析精

度を高めることができないか検討する。また、長周期成分が卓越する地震に対応するため、より長周
期な成分（100～333秒）を用いた CMT解析の解析手法の改良をすすめる。特に、解析に必要な最低
限のデータ長、適切な観測網等に着目して検討を行う。さらに、Ｗフェーズを用いた発震機構解析の
導入に向けて検討を開始する。

（７）平成 21年度成果の概要：
国内ＣＭＴ解析（自動解析）の高度化
　国内の観測網だけを使用した CMT解析（自動解析）には、計算誤差に次のような特徴がある。
・千島列島や沖縄などの観測網から離れた地域の地震では、セントロイド距離の誤差が大きくなる
ことがある。
・三陸沖などの沖合いの地震では、メカニズム解が極端な低角になり、Ｍｗが過大評価されてしま
うことがある
　このためＣＭＴ解析（自動解析）においては、このような誤差が大きかった場合に、セントロイ

ドを固定して再計算する手法を導入した。この手法を導入することにより適切な解を求める割合が増
えていることを確認した。
全世界ＣＭＴ解析（自動解析）の高度化
　全世界ＣＭＴ解析では、より長周期な成分（１００～３３３秒）を解析に用いているため理論波

形と観測波形の合致度がとても良い。この特徴を活かし、自動で波形選別する際にＳＮ比の情報に加
え波形の合致度の情報も用いることとした。これによりノイズの多い観測点が解析に紛れ込むことが
ほとんどなくなった。

（８）平成 21年度の成果に関連の深いもので、平成 21年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
碓井勇二・青木重樹・林元直樹・下山利浩・野坂大輔・吉田知央，２０１０，ＣＭＴ解析の自動処
理とその高度化，験震時報，印刷中

（９）平成 22年度実施計画の概要：



　初動メカニズム解については、現在の観測網における客観的な精度評価手法を基にしつつ、観測
網が疎な過去のメカニズム解についても客観的な精度評価を行うことができないか検討を開始する。
　ＣＭＴ解析については、規模の大きな近地地震を対象として、より長周期成分（１００秒～３３

３秒）を使用し１０分のデータ長で解析する手法の調査等を継続する。また、気象庁でリアルタイム
に収録している波形データを用いてＷフェーズ解析を行えるよう引き続きプログラム等の整備を継続
する。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
気象庁地震火山部地震予知情報課 　発震機構係
他機関との共同研究の有無：無

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：地震火山部管理課 　地震調査連絡係長
電話：03-3212-8341（内線：4514）
e-mail：jmajishin kanrika@met.kishou.go.jp

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：碓井勇二 　
所属：気象庁地震火山部地震予知情報課 　発震機構係
電話：03-3212-8341（内線 4577）
FAX：03-3212-2807
e-mail：usui@met.kishou.go.jp


